
　
様
々
な
催
し
や
行
事
が
規
模
を
小
さ
く
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
工
夫
を
し
な
が

ら
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
行
事
な
ど
も
普
通
に
行
わ
れ
、
大
学
生
な
ど
も
対

面
授
業
が
復
活
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
通
常
生
活
は
こ
ん
な
に
忙
し
か
っ
た
の
か
…
と
二

年
間
で
の
お
う
ち
生
活
が
日
常
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
心
と
身
体
は
、
新
年
度
の
忙
し
さ
と

相
ま
っ
て
少
し
疲
れ
気
味
で
す
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
過
酷
な
夏
の
季
節
を
迎
え
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ノ
イ
エ
ス
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
作
家
や
お
客
様
と
一
日
中
お
話
し
て
い
る
と
、、
机
に
向

か
っ
て
一
日
中
パ
ソ
コ
ン
を
に
ら
ん
で
手
先
を
動
か
し
て
い
る
仕
事
と
は
違
い
、
心
地
よ

い
疲
労
が
訪
れ
ま
す
。
そ
し
て
夜
は
よ
く
眠
れ
て
翌
日
に
は
す
っ
き
り
し
、
身
体
も
軽
や

か
に
な
り
ま
す
。
個
展
開
催
中
の
作
家
た
ち
が
毎
日
毎
日
た
く
さ
ん
の
方
を
お
迎
え
し
て

お
話
し
て
、
生
き
生
き
と
見
え
て
い
る
の
と
近
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
最
近
は
や
り

0

0

0

の
サ
ウ
ナ
で
心
身
が
「
と
と
の
う
（
整
う
）」
と
い
う
感
覚
に
似
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
と
と
の
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
サ
ウ
ナ
と
水
風
呂
を
繰
り
返
し

た
後
の
状
態
や
、
マ
ラ
ソ
ン
で
い
う
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ハ
イ
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
後
に

疲
れ
て
い
る
よ
う
で
す
っ
き
り
す
る
現
象
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
も
心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
た
り
受
け
取
っ
た
り
し
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
き
っ
と
マ
イ
ナ
ス
に
疲
れ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
が
、
う
ま
く
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
知
識
の
交
換
な
ど
が

続
い
た
時
は
気
分
も
爽
快
で
す
。
ア
ー
ト
、書
物
、音
楽
、動
物
…
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
（
媒
体
）

を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＝
意
思
疎
通
／
伝
達
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
心
や
思
考
の
行
き
来
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、「
身
体
を
適
度
に
動
か
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
っ
た
身
体
の
体
操
を
奨
励
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、
人
の
健
康
に
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
。

　
ノ
イ
エ
ス
で
は
木
村
明
さ
ん
の
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
す
。
私
が
ノ
イ
エ
ス
で
働
き
始
め

て
二
つ
目
の
展
覧
会
が
木
村
さ
ん
の
個
展
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
「
ガ
ラ
ス
は

繊
細
で
儚
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
い
い
意
味
で
覆
し
て
く
れ
た
感
動
は
今
も
忘
れ
ま
せ

ん
。
手
に
持
っ
た
時
の
重
さ
、
雨
の
後
の
空
気
の
透
明
感
の
よ
う
な
曇
り
の
な
さ
、
つ
る

ん
と
口
当
た
り
が
柔
ら
か
く
感
じ
る
厚
み
。
作
家
の
作
品
を
手
に
取
っ
て
使
う
と
い
う
喜

び
を
知
っ
た
の
も
木
村
さ
ん
の
作
品
か
ら
で
し
た
。

　「
と
と
の
う
」
方
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
は
木
村
さ
ん
の

グ
ラ
ス
で
何
か
を
飲
む
と
い
う
こ
と
は
優
雅
な
リ
セ
ッ
ト
、
リ
チ
ャ
ー
ジ
タ
イ
ム
で
あ
り
、

そ
ん
な
こ
と
を
お
客
さ
ま
と
ノ
イ
エ
ス
で
分
か
ち
合
う
会
話
が
私
の
心
身
が
「
と
と
の
う
」

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
橋
本
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
七
三
‐
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
５
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マ
ス
ク
着
用
と
手
指
の
消
毒
は
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

小
松
健
一
作
品
展　
　
　
　
　
〈
企
画
〉　

　

琉
球 O

K
IN

A
W

A
 　

沖
縄
本
土
復
帰
50
年

会
期　
　

六
月
二
十
五
日（
土
）
～
七
月
三
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
作
家
在
廊
）

　

六
月
二
十
五
日（
土
）、
二
十
六
日（
日
）、
七
月
二
日（
土
）

　

十
四
時
～
十
五
時

ガ
ラ
ス
と
タ
ピ
ス
ト
リ
ー
展　
　
〈
企
画
〉

　
　

木
村
明
の
ガ
ラ
ス
の
花
器
、
食
器
と

　
　
　
　
　
　
　

故 

木
村
泉
の
タ
ピ
ス
ト
リ
ー　

 

会
期　
　

六
月
十
一
日（
土
）
～
十
九
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
四
時
終
了
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

作
家
在
廊
予
定　

期
間
中
午
後
一
時
～

沖
縄
本
土
復
帰
50
年
を
機
に
、
五
月
に
沖
縄
の
那
覇
と
名
護
で
開
催
し
た

写
真
展
に
続
く
展
示
で
す
。
小
松
健
一
氏
が
40
年
に
わ
た
り
見
つ
め
続
け

た
沖
縄
の
美
し
い
風
土
、
民
俗
文
化
、
戦
争
の
傷
痕
、
基
地
の
中
の
暮
ら

し
の
写
真
の
数
々
で
す
。

　

小
松
健
一
写
真
集
『
琉
球　

O
K
IN
A
W
A

』（
株
）
本
の
泉
社　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
５
判
上
製　

二
四
八
頁　

六
三
六
四
円
＋
税

木
村
明
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
作
品
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
泉
さ
ん
の

タ
ピ
ス
ト
リ
ー
作
品
を
同
時
展
示
い
た
し
ま
す
。
時
を
経
て
も
魅
力
的
な

泉
さ
ん
の
作
品
の
形
と
色
は
、
明
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
作
品
と
好
相
性
で
す
。

期
間
限
定
の
特
別
な
空
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催　

一
般
財
団
法
人 

群
馬
地
域
文
化
振
興
会

　

一
般
財
団
法
人 

群
馬
地
域
文
化
振
興
会
（
会
長　

茂
原
璋
男
）
で
は
、

石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
の
受
賞
者
に
よ
る
特
別
講
座
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
賞
は
、
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
の
創
業
者
・
石
川
薫
翁
の

地
域
文
化
振
興
の
理
念
を
継
承
し
、
毎
年
、
学
術
的
貢
献
を
さ
れ
た
研
究
者

へ
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
講
座
は
、
受
賞
者
か
ら
直
接
、
そ
の
研
究
の
成
果
を
う
か
が
う
も
の

で
、
学
術
情
報
の
公
開
と
普
及
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
は
、

昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
感
染
防
止
対
策
を

取
り
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
検
温
、
手
指
の
消
毒
等
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

演 

題　
「
組
合
製
糸
群
馬
社
の
盛
衰
」

講 

師　

宮み
や
ざ
き
と
し
や

﨑
俊
弥
氏 

（
第
21
回
研
究
賞
受
賞
者
）

経
歴  

昭
和
21
年
（
一
九
四
六
）、
群
馬
県
中
之
条
町
に
生
ま
れ
る
。

東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
科
（
日
本
史
）
卒
業
後
、
同
大
学
院
農
学
研

究
科
（
農
村
社
会
学
）
修
了
。

県
立
高
校
の
教
員
な
ど
を
経
て
、
平
成
11
年
（
一
九
九
九
）
よ
り
平
成
25

年
ま
で
、
助
教
授
・
教
授
・
客
員
教
授
と
し
て
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

に
勤
務
。

現
在
、同
大
学
名
誉
教
授
。
桐
生
文
化
史
談
会
会
長
。
専
攻
は
日
本
近
代
史
。

著
書
に
、『
群
馬
県
農
業
史
上
・
下
』（
み
や
ま
文
庫
）、『
近
代
群
馬
の
キ

リ
ス
ト
教
教
育
』（
上
毛
新
聞
社
）
な
ど
。

日 

時　

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～

会 

場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日

費 

用　

参
加
費
五
０
０
円

申 

込　

事
前
申
し
込
み

　
　
　
　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
℡
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４
）

受
付
期
間　

５
／
28
（
土
）　

～
６
／
５
（
日
）
藤
森
カ
ツ
ジ
展

　
　
　
　
　

６
／
11
（
土
）　

～
６
／
19
（
日
）
ガ
ラ
ス
と
タ
ピ
ス
ト
リ
ー
展

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

定
員　

	

３
０
名
（
先
着
順
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
　
　
　
　

一
般
財
団
法
人 

群
馬
地
域
文
化
振
興
会

                          　
　
　

担
当　

事
務
局
長　

松
田　

猛

　
　
　
　
　
　

℡
〇
二
七
・
二
二
六
・
六
二
四
六(

群
馬
県
立
文
書
館
内)

石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者
特
別
講
座




